
議会基本条例策定ニュース 2012 年５月８日号 ＮＯ２ 

 

 議会運営委員会は、2月 15，24日、3月 16日、４月 10、19日の５回にわたって、議会基本条例

の制定について協議しました。 

全議員の皆さんへ情報を提供させていただきます。ぜひご参照いただき、今後の議論へのご意見

お寄せいただきますようお願い申し上げます。 

（委員長 森戸よう子） 

 

＜協議結果について＞ 

（１） 議会基本条例 研修会と市民懇談会の結果について（資料① 参照） 

（２） 議会報告会の試行開催について   

 

 

 

（３） 議会基本条例制定のためのシンポジウムについて 

 

 

 

（４） 議会基本条例の前文、目的、骨子の議論について  (資料④、⑤ 参照) 

この間、グループ１から多摩市、流山市、会津若松市の条例が提出されるとともに、議会

事務局から地方分権に基づく法の改定状況について資料を提出していただき、議論をすすめ

てきました。以下、概要を報告します。不足の部分は他の議員からの補足をお願いします。 

＜前文について＞ 

■「2元代表制」について 

■小金井市議会の議会改革の到達点の評価を明らかにすること 

■議会の基本的役割、権能について 

■議会の基本機能について  住民の声を反映させる代議制であること 

 

＜協議結果＞ 

● 資料③参照 

● 終了後に、市民懇談会を開催してはどうか 

＜協議結果＞ 

● 資料②参照 

● 請願・陳情については、賛否が分かれたものを報告。 

（口頭報告） 

● 議会運営委員会の委員が中心となって、5月 7日(月)武蔵小金井駅南北、

1０日（木）東小金井駅南北でチラシを配布する宣伝を行う。 



＜目的＞ 

■条例制定によって、チェック機能が果たせるかどうか 

■与党、野党の関係について、議論する必要がある 

■議会の役割について正確に伝えることが必要 

■地方分権、議会の役割、市民の意見の反映が必要 

＜骨子について＞ 

①議会の活動原則、運営原則 

■「活動原則」と「運営原則」とどちらが小金井に適しているのか 

 ■少数会派の尊重は、小金井市議会の特筆した特徴ではないか 

 ■市民参加を盛り込んだほうが良いのではないか 

 ■個々の議員の活動の尊重が必要ではないか 

②議員の活動原則 

 ■「議会の構成員として、一部の団体及び地域の代表者でなく、市民全体の福祉の向上を 

めざして活動する」（流山市議会）、「議会の構成員として、一部の団体及び地域の代表

にとどまらず、市民全体の福祉の向上を目指して活動する」（会津若松市議会）下線部

が議論になった。 

③会派について 

 ■1人会派の尊重を入れた方が良い 

 ■「結成することができる」か、「結成するものとする」のどちらか議論になった。 

④市民と議会との関係について 

 ■各市の条文を基に議論、議会報告会などの開催についてどうするか 

⑤説明責任 

 ■議案、請願や陳情の採決についての説明責任をどう果たしていくのか 

 ■1人の人が何本も陳情がでて議論すると言うのはどうなのか 

 

     

     

（５）ホームページについて 

    ■ホームページに掲載するデータについて、誰が作成し、どのように管理するのかを含め

て事務局で調査し、今後について決定する。 

 

（６）次回 全議員懇談会について        月  日 

以上 

＜協議結果＞ 

● 議会本条例の前文・目的については正副委員長がたたき台を作成する。 

● 議会ハンドブックなども調査する 

● 各会派が、議会運営委員会で議論した骨子について、協議し、たたき台を作

るなりして意見をまとめる。提案があれば事前に提案する 


